
消費者庁イラスト集より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

《対策》 
 通販サイト、クレジットカード会社、フリマサービス運営事業者、携帯電話会社などの実在する

組織をかたり、パスワードやアカウントＩＤ、暗証番号、クレジットカード番号などの情報を詐取 

するフィッシングの手口が多く発生しています。 
 

 メールに記載されたＵＲＬには安易にアクセスせず、事業者の正規のホームページでフィッ
シングに関する情報がないか確認しましょう。日ごろから公式アプリやブックマークした事業者の

サイトにアクセスすることを習慣にしましょう。 
 

 メールのＵＲＬにアクセスし、個人の情報を入力してしまうと、クレジットカードや個人情報を不正
利用されるおそれがあります。もし、アクセスしてしまっても、個人情報は絶対に入力してはいけ
ません。 

 

不審な電話があったら、すぐに最寄りの警察や、消費生活相談窓口等に 

ご相談ください。 
 

玉島警察署         ０８６-５２２-０１１０ 

警察相談専用電話     ＃９１１０ 

里庄町企画商工課     ０８６５-６４-３１１４ 

岡山県消費生活センター ０８６-２２６-０９９９（月曜日は休み） 

消費者ホットライン     １８８ （イ・ヤ・ヤ） 
 

～ 里庄町特殊詐欺等被害防止対策機器（電話機）設置事業補助金をご利用ください ～ 

 

里庄町からのお知らせ 

大手通販サイトからクレジットカード番号を登録し直すように  

とのメールが来たので、記載されていたＵＲＬをクリックし名前

やカード番号などを入力した。その後、約１万７千円分のカード

利用がされていたことが判明した。 

《事例１》 

 

大手カード会社から「不正利用の事例が多いので確認するよう

に」とメールが届き、ＵＲＬをクリックしカード番号などを入力 

した。その後、カード会社から「通信販売で不正な利用が確認  

された」と連絡があった。５万円ほどの買い物をされていた。 

《事例２》 

フィッシング詐欺とは、送信者を詐称した電子メールを送りつけたり、偽の電子メールから偽の
ホームページに接続させたりするなどの方法で、クレジットカード番号、アカウント情報（ユーザー 

ＩＤ、パスワードなど）といった重要な個人情報を盗み出す行為のことを言います。 


